私 は 最近 一 一年間、 大政 翼賛 会 文化 部の 仕事 を 引受け、 

国民 組織と して 整備すべき 文化 機構に 関し、 また、 国 

民 運動と して 取り あぐべき 各種 文化 問題に ついて、 い 

ろい ろ 自分で も 研究し、 各方 面の 意見 も徴 したので す 

が、 なにしろ その 範囲 は 無限に 広く、 一 つ 一 つの 問題 

が 極めて 深い 根柢のう へに 立って ゐる とい ふこと を 知 

るに つけ、 先づ どこから 手 をつ ける ベ きかと いふ こと 

に屢 M 迷った のであります。 

当面の 要求に 応じて、 急速に 処理すべき 具体的な 問 

題 はま づ別 として、 最も 重要な こと は、 国家百年の計 

を樹 てるた めの 基礎 は、 なんと 云っても、 「日本 文化」 



その 特質 は 今な ほ潑剌 たる 生気 を 保ち、 時に 応じ、 国 

民 決死の 相貌と なって、 強敵 を 粉砕す る 力 を 示す ので 

あります が、 しかし、 一 面に 於て、 日本人が 甚だ 不得 

意と する やうな、 いは、 V、 弱点が なく もない のです。 

そして、 その 面に 対する 敵の 反攻 も 秘かに 企てられて 

ゐな いと は 保証で きません。 その 弱点と は、 すな はち、 

文化 能力の ある 部分の 渋滞に 外なら ず、 これ を 是正 促 

進し ない 限り、 長期 消耗戦に 対する 完璧の 備へを 誇る 

わけに いかぬ と 信じます。 

こ、 に 於て、 「力と しての 文化」 とい ふ ひとつの 見方 

から、 新しい 文化の 建設が 考 へられる とともに、 これ 



青年の 求める ところ は、 権勢で も 利 慾で もない。 

真なる もの、 善なる もの、 美なる もの、 た、 V これ 

だけで ある。 即ち、 人生 最高の 表現で ある。 

日本の 政治 は、 久しく、 この 目標 を 見失って ゐ 

た。 民族の 本能が やう やく これに 気づ かう として 

ゐる。 新 日本の 出発 は、 青年の 希望 そのもの であ 

る。 

しかしながら、 政治の 性格なる もの は 一朝一夕 

に 改変し 得る もので ない。 諸君 は 辛抱強く 待た な 

ければ ならぬ。 待つ とい ふの は 手 を 拱いて ゐるこ 

とで はない。 求める もの は 大いに 求め、 営々 来る 



べき 日に 備へ、 われわれが 成し遂げ 得る であらう 

こと を倶に 成し遂げて くれなければ ならぬ。 

大政 翼賛 運動の 標語 は 「臣道 実践」 である。 国 

民と しての 青年の 道 は、 それぞれ 職 ある もの は 職 

に 励み、 学窓に ある もの は 学業に いそしむ ことに 

ぁリ とはいへ、 た y それだけの ことなら、 今更め 

て 云 ふ 必要 はない ので ある。 私が、 特に、 この 時 

局 下に 於て、 青年に 期待した いのは、 わが 日本の 

ため 諸君が 心から 欲する ところの 「生き方」 を ま 

づ 主張 せんこと である。 日本人と して、 かく 生き 

ねばなら ぬと いふ、 ひとつの 精神が そこに 見出さ 



各方 面に、 いは ゆる 「新しい 型」 とみな すべき 男女 青 

年が 現 はれ はじめた のであります。 

たしかに、 時代 は、 人間の 型 を 作ります。 そして、 

その 型 は、 新しい 世代に 迎 へられ、 時には 流行の 観 を 

呈 する ものであります。 徒って、 この 型に 反撥す る も 

の もで きて 来ます。 

た y 単に、 時代の 空気 を 映した 型と いふ やうな もの 

に 何の 価値が ありませ う。 われわれが 求める もの は、 

真に、 時代 を 生き、 時代 を 導く 日本人の 典型で ありま 

す。 かゝる 典型への 成長 を 予想させる 青年 男女の、 未 

完成ながら 潑剌 とした、 一方 われわれの 祖先に つなが 



やうな ものです。 この場合、 私 は、 「理想的」 とい ふ 言 

葉が、 往々 にして、 類型 化された 卑俗な 調子に 引き さ 

げられ てゐ るの をみ ます。 それ は、 一 見 非のう ち どこ 

ろの ない、 それぞれの 立場で は 模範と なるやうな 青年 

を 指して ゐ るに もせよ、 そこに は、 常に 功利的な、 一 

種の 「成績」 とい ふやうな ものが 重大視され、 日本の 

青年と しての 気品 や 「志」 とい ふやうな ものが 問題に 

される こと は 至って 少 いのであります。 殊に 屢ぷ、 模 

範 青年の 名に 於て、 青年ら しからざる 「分別」 と r 迎 

合」 を 臭 はせ てゐる あの 型 は、 極端な ものに なると、 

もはや 鼻 もちなら ぬ 程度に 達して ゐ ます。 



りであります けれども、 前線の 消息 遥かにして、 敵 は 

まだ 遠い とい ふやうな 印象が、 ゃゝも すれば、 われ わ 

れの 心に 瞬間の 緩み を 生じ、 もはや 「勝つ にき まって 

ゐる」 と 高 を 括る か、 或は、 「戦 さに 勝ち さへ すれば 

い、」 と、 それ は その 通りに しても、 それから 先の こ 

と をつ ぃ考 へようと しない、 いは > 安 易な 空気が 何処 

かに 頭 を 擡げて 来た やうな 気がします。 

国民 士気の 昂揚、 生産力の 拡充、 人口の 増強、 貯蓄 

の 奨励と いふ 風な、 いは ゆる 重点 的な 運動の 掛け声 は、 

その 根柢 を 貫く 日本 文化の 問題 を、 常に 表面に は 浮び 

出させない 結果、 国民の 鍊成を 目的と する 各種の 行事 
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